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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 質問要旨 答 弁 者

① 国道9号観音峠の現状について所見を伺う。

② 西日本の大動脈である国道9号の観音峠が急峻狭隘では利便性や防災の観点からも厳しいと考える。バ
イパス化(トンネル方式)を要望すべきと思うが所見を伺う。

③ 要望を実現するために京丹波町と連携し、道路整備促進期成同盟会等を結成すべきと考えるが、所見を
伺う。

① 概ね10年が経過する令和７年度から地域活性化センターの7校については、担当部局から今後の運営方
法について３つの方向性が示されている。令和4年9月議会でも質問したが、その後の進捗について伺う。

② 各地域振興会は結成以来、施設管理とともに積極的に地域活性化に尽力いただいている。これまでの各
地域振興会の活動の評価を伺う。

③ 担当部局が示す跡地施設の3つの方向性「地域振興会組織への譲渡」、「地域振興会組織への一部譲
渡」、「市へ返還」について各々のケースの想定を伺う。

④ 園部と八木に立地する5施設の地域振興会が共同で現状の指定管理料で引き続き受託したいとの要望書
が出される予定である。担当部局が示す3つの方針はあまりにも極論であると考える。各組織は引き続き同条
件での指定管理を願っているが所見を伺う。

① 本市は、防災行動計画（タイムライン）の作成率が低いようであるが、その原因について伺う。

② 今後、タイムラインの作成を促していくという考えはあるか伺う。

① 今年度、多面的機能交付金の取り組みに係るアンケートが実施された。今後取り組みを継続するか、後継
者はあるか、広域活動組織に関する設問となっているが、回答はどのような結果であったか伺う。

② 広域活動組織に関しては、メリット・デメリットがあり、その上、合意形成など越えなければいけないハード
ルは高いと感じるが、本市として、今後広域組織に関して積極的にすすめる考えはあるのか、見解を伺う。

① 南丹市の魅力創出の一環として、サブカルチャー人材を育成し、将来的なまちづくりに生かすとしている
が、この事業の具体的な内容について伺う。

② 南丹市ファンを増やすという意味において、面白い取り組みであると考える。目に見える形での成果はす
ぐには出ないと考える。時間をかけて取り組むべきと思うが本市の見解を伺う。

　帯状疱疹の症状は痛みやかゆみを伴う発疹のことで、神経に沿って帯状に発疹や小さな水ぶくれができ、
膿がたまったり、ピリピリと痛みを伴い大変つらい病気である。

① 病状等についての認識を伺う。

② ワクチン接種により症状を防ぐことが出来るが、高額であるので支援制度を創設し少しでも援助すべきと
考えるが所見を伺う。

　本年６月議会において国の経済対策等を活用した物価対策が本市においても補正予算で実行されたところ
である。その中の生活者支援で小・中学校給食費補助事業が組まれ給食費の負担軽減がされたが、小・中
学生で、給食費補助を受けておられない保護者がある。

① 保護者は市民として生活し、納税義務を果たしており支援すべきと考えるがどうか。

② 支援できるのであれば、遡って実施すべきと思うがどうか。

地域振興 「洞峠の風にふれあう交流会」の活動について

　主要地方道綾部宮島線は美山町鶴ケ岡地区と綾部市古屋が峠で結ばれている。毎年主要地方道綾部美
山線開通促進協議会が府に対してトンネル化を目指し地道に要望活動を行っている。「洞峠の風にふれあう
交流会」もコロナ禍で見送られていたが、今年久しぶりに開催されたところである。当日は雨にも関わらず、緑
の少年団を含む多くの市民が参加して行われた。山内守副市長も参加されていたので、感想と今後の要望
活動等について所見を伺う。

副 市 長

① 市発足１８年の財政推移では、起債残高は１３５億円減り、基金は２０億円積み増し。「大ナタ」は早計では
ないか。

② 今後だが、Ｒ６：４６億円、Ｒ７：４５億円の投資。Ｒ４決算の３倍近い。これでは財政は大変になる。計画の
中身を明らかにするよう求める。

③ ３０年におよぶ経済停滞・くらしの困難に物価高騰が襲いかかっている。いま求められているのは、市民の
暮らしと市経済を支える施策の具体化と実行である。

① 府議選挙において投票日当日、選挙用務に出役した市職員は何人か。

② 投票所を維持していく方途を探求するよう求める。

③ 投票所を現行通り残してほしいという地区に、「不公平な対応となる。」として了承を迫ることはやめるよう
求める。主権者をとり違えてはいけない。

① 来年４月からの園部駅東口～桧山間のバス本数が２便増えて１０本になる。利用拡大にむけた展望はどう
か。

② 同じく園部町内を運行する京阪京都交通八田線・同園篠線の増便にむけた取り組みを要望する。

③ ぐるりんバス市街地循環線のいっそうの増便、摩気・園部東部線、西本梅・癒しの森線の増便を求める。

　南丹市定住促進アクションプラン2023～2027が3月に策定されているが、現状を分析された計画を元に以下
の点を伺う。

① にぎわい創出定住地域の方針として、市街地の計画的な整備をあげられている。具体的な事業計画はあ
るのか伺う。

② 市内全域で人口減少が進むなかにおいて、人口が増加している一部地域の重点整備が必要ではない
か。

③ 民間企業と連携した移住促進は不可欠であるが現状の取組みについて伺う。

④ 若者定住やＵターン促進には、中学卒業後の進路が重要なキーワードと考える。市内高等学校や市内企
業との連携について伺う。

人口減少時代の高齢者施策について

　日本の高齢者人口は令和２５年にピークを迎え、高齢化率は上昇を続けるとされている。本市も例外なく高
齢化率が上昇を続ける中、様々なサービスの現状維持が困難になってくると想定する。２０年、３０年先を見
据えた施策を検討しなければならない。例えば、南丹市敬老事業補助金など年齢や金額の見直しなども必要
になってくるのではないか。今ではなく先を考えた高齢者施策の在り方について見解を伺う。

上下水道事業への繰出金について
　上水道、下水道事業の経営は将来的に非常に厳しい想定をされている。両事業は公営企業であり独立採
算主義の観点から考えると受益者負担となり料金の値上げも視野に入れなければならない。現在は一般会
計からの繰入金に頼っている部分があるが、今後の一般会計からの繰出金について基本的な考えを伺う。

① 南丹みやま診療所の医療体制は、本年7月からは藤岡医師に着任していただき林健センター診療所も含
め医療体制は整ってきた。市長は、「美山の医療の灯は消さない」との思いの中で今日まで医師の確保をは
じめ取り組んでこられた。来年４月以降を含め今後、中長期的な視野に立っての医師の確保について伺う。

② 今後においては、充実した安定的な医療体制が求められる。今後の南丹みやま診療所の医療体制につ
いて市長のご所見を伺う。

環境 八木バイオエコロジーセンターについて

　八木バイオエコロジーセンターは、1998年に供用開始され25年が経過した。経年劣化等により毎年約1億円
の予算が施設の修繕費等で計上されている。9月議会でも、108,980千円増額補正され附帯決議を付して可
決された。10月21日に、「バイオガスサミット」が開催され、今後経営に参考になる意見や発表・提言があっ
た。脱炭素社会の実現に向けても重要な施設と考える。今後の安定的な経営について、市長のご所見を伺
う。

公共交通 市営バスの運転手の定年延長について
　働き方改革の影響もあってか全国的にバスやトラックの運転手不足が報じられている。本市の市営バス運
転手も不足してきていると聞き及んでいる。運転手確保のためにも待遇改善や定年延長はできないか、市長
のご所見を伺う。

市 長
担 当 部 長

令和５年第４回南丹市議会１２月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

道路整備 国道9号観音峠バイパス化について

地域振興 小学校跡地利活用の今後について

活緑クラブ

　若井　睦巳
　（一問一答）

質問予定日
　１２月６日
　午前１１時～

防災 災害時の避難について

市 長

担 当 部 長

農業 多面的機能支払交付金について

地域振興・観
光

文化庁移転記念事業について

医療 帯状疱疹ワクチン接種について
市 長

担 当 部 長

生活者支援 生活者支援について 市 長

財政健全化プ
ランについて

市民生活への「大ナタ」は再考を求める 市 長

公職選挙の執
行

選挙投票所の強引な削減はやめてほしい
選 挙 管 理
委 員 会
委 員 長

市地域公共交
通計画

園部町内のバス交通増便へのとりくみ 担 当 部 長

移住施策と定住の促進について

つなぐ

　小中　昭
　（一問一答）

質問予定日
　１２月６日　
　午後４時～

医療 南丹みやま診療所について

市 長

新誠会

　 村　好高
　（一問一答）

質問予定日
　１２月６日　
　午前１０時～

市 長

担 当 部 長

公明党

　木戸　德吉
　（一問一答）　

質問予定日
　１２月６日
　午後１時～

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　小林　毅
　（一問一答）

質問予定日
　１２月６日
　午後２時～

新風会

　塩貝　孝之
　（一問一答）

質問予定日
　１２月６日
　午後３時～

行政
市 長

担 当 部 長
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会派／質問議員 質問施策区分 質問事項 質問要旨 答 弁 者

① 平成30年に改正された「南丹市人材育成基本方針」について、5年間の成果を伺う。

② 平成30年に改正された「南丹市人材育成基本方針」は、改正から５年を経過した。新型コロナウイルスな
ど不測の事態を経験した現在、予測困難な社会情勢の変化を踏まえた見直しが必要ではないかと考えるが、
市長の見解を伺う。

③ 本市における職員研修費の予算及び実績額は、自治体における人材育成の予算額としては十分であると
考えるか。

④ 本市における近年の職員研修内容（セミナー、派遣等）の選定方針、また研修の目指す職員像について
伺う。

市 長
担 当 部 長

⑤ 南丹市財政健全化プランで示された人件費の削減とあわせて、ワークライフバランスの向上のためには、
個々の生産性向上が必要であると考える。
また急速な人口減少が進む中、人材不足は大きな課題の一つであり、市役所への就労を検討する者にとっ
て魅力的な職場とするためにも、自身の成長を期待できるような魅力的な人材育成メニューが必要であると
考える。本市における今後の人材育成ビジョンについて伺う。

市 長

　近年の異常気象により夏季は豪雨災害、冬季は雪害が発生している。本年１月には、南丹市の多くの地区
で雪害が発生しているが、今年度の冬も雪害が発生する危険性があると思われる。

① 本年１月及び過去の雪害を教訓とした対策について伺う。

② 電力会社等の停電対策と連携した雪害予防対策ができないか伺う。

文化財 文化財について
　現在、南丹市指定文化財となっている日吉町四ツ谷地区の玉岩地蔵堂は、江戸時代中期に建立されたと
思われる貴重な文化財と考えるが、本市の保全に関する対応を含めての方針を伺う。

市 長
教 育 長
担 当 部 長

農業用取水設備について伺う。

① 共同使用している農業用取水設備の老朽化が進んでいる。改修が必要な農業用取水設備が多くあると思
われる。本市の現状について伺う。

② 農業用取水設備の改修は、一定程度の補助制度があるが、多額の費用が発生する。現状の補助制度だ
けで改修整備が進展するか大いに疑問を感じる。また、本市の農業の現状は、小規模な兼業農家が多く、経
営規模が小さく、多額の出費ができない状況である。中山間地の農地の荒廃につながると考える。補助金の
検討を踏まえての本市の認識及び見解を伺う。

　不法投棄等は犯罪であり、法律では、違反を犯した者に懲役又は罰金刑が処せられることとなっているが、
不法投棄が後を絶たない状況がある。本市においても、そのような状況であると考え以下の質問を行う。

① 本市の不法投棄の現状について伺う。

② 本市の今後の不法投棄対策について伺う。

① 10月21日に開催されたバイオガスサミットの成果や反響を伺う。

② 過去行われた事業をつなぎ合わせ、ブランド化などの事業展開に結び付けていくべきと考える。今後の展
望を伺う。

獣害について
　農業分野での獣の食害が年々増加している。国や府と協力して様々な支援をいただいているが、新しい設
備の導入支援やジビエ活用など、現状を踏まえ、今後の展望や考えを伺う。

① 本市の80％を超える森林の管理についてどのような展望を持っておられるか、考えを伺う。

② 今後の人材支援や、木育など森林への意識向上のための考えを伺う。

③ 森林管理は点ではなく、面で捉えるべきと考える。多様化する事業体の連携の在り方について考えを伺
う。

窓口に軟骨伝導イヤホンの導入について
　耳が聞こえにくい高齢者や難聴者との会話を円滑にするため、市役所窓口に「軟骨伝導イヤホン」を導入し
てはどうか伺う。

視覚障がい者のための「音声コード」の利用促進につ
いて

　視覚障害のある方は必ずしも点字を読めるわけではなく、多くの方は主に音声や拡大文字によって情報を
得ています。視覚障害のある方が自立し、社会参加していくためには、情報のバリアフリー化が重要です。
「音声コード」の普及等について伺う。

来年度に接種期限を迎えるキャッチアップ接種対象者の状況について伺う。

① 本市のキャッチアップ接種の対象者数と現在までの接種者数は。

② キャッチアップ接種対象者への制度の周知について、令和４年度及び令和５年度はどのような対応をされ
たのか。

③ 令和６年度はキャッチアップ対象者と定期接種の高校１年生も接種期限を迎える年です。未接種者全員に
対し、改めてワクチンの情報と最終期限を伝える個別通知をすべきでは。

① 京都中部総合医療センターでの「スタッフ不足」に関して、市長の所感を伺う。

② みやま診療所における、来年度に向けた医師確保の進捗状況について伺う。

③ 「医師不足」が指摘されるなかで国の病床の削減など医療政策のあり方について市長の所感を伺う。京都
府や国に対してより強く、積極的に対策あるいは支援の強化を訴えることを求める。

① 美山町江和地内での調査について情報入手された経緯・経過について伺う。

② 鉄道・運輸機構が自ら決めた手順を変更して税金を使い調査を行うことについて、市長の所感を伺う。

③ 改めて、北陸新幹線延伸計画小浜ルートへの反対表明を求める。市長の所感を伺う。

給食センターについて 大規模給食センター設置によるリスクについて、どのように想定されているのか伺う。

給食無償化について
　給食費無償化の流れは全国に広がっている。困窮対策、子育て支援としても即実効性が高い。給食費の無
償化を求める。

教育目標
　教育長が園部中学校校長として在職中に、現在の園部中学校の教育目標の軸が定められた。その理念は
何であり、本市教育の指針に、どのように敷衍していくのか伺う。

保幼小中の連携とブロック活動 保幼小中の連携や中学校区単位でのブロック活動を推進しようとしている。その目指すところについて伺う。

教職員の勤務
環境

働き方改革
　本年８月に中央教育審議会が緊急提言を行った。授業時間数、学校行事の在り方、学校業務の支援員、教
科担任制など様々な項目での提起がされた。緊急提言をどのように受け止め、どう対応していくのか所見を
伺う。

教職員の確保
　学校現場の厳しい勤務環境から、全国的に教職員のなり手不足が課題となってきている。勤務環境の改善
とともに、職務の重要性や働き甲斐を伝えていく必要がある。どのように対応するか。また本市教育の魅力点
について伺う。

教職員の資質の向上
　教育の質の向上のためには、教職員の資質の向上、特に授業力の向上が求められる。教職員の能力開発
と自己研鑽をどのように支えていくのか伺う。

地域社会と学
校

地域社会に開かれた学校
　「地域社会総がかり」という文言を使い、学校との関係性を双方向で深めようとしている。その目指すところ
は何か。またどのような手法でそれを進めていくのか伺う。

令和５年第４回南丹市議会１２月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

新誠会

　樋口　浩之
　（一問一答）　

質問予定日
　１２月７日
　午前１０時～

人材育成 南丹市人材育成基本方針について

市 長

防災 雪害対策について
市 長

担 当 部 長

農業 農業用取水施設について

市 長

担 当 部 長

環境 不法投棄対策について

活緑クラブ

　下間　康広
　（一問一答）

質問予定日
　１２月７日
　午後１時～

農畜産業

農業政策について

市 長

担 当 部 長

森林管理 林業について
市 長
教 育 長
担 当 部 長

公明党

　平田　聖治
　（一問一答）

質問予定日
　１２月７日
　午後２時～

福祉

市 長

担 当 部 長

医療 子宮頸がんワクチン接種について

医療 「医師不足」について

市 長

担 当 部 長

北陸新幹線 ボーリング調査について

学校給食
市 長
教 育 長
担 当 部 長

新風会

　木村　裕
　（一問一答）

質問予定日
　１２月７日
　午後４時～

教育の指針

教 育 長

教職員の確保
と資質の向上

活緑クラブ

　村山　好明
　（一問一答）

質問予定日
　１２月７日
　午前１１時～

日本共産党
　南丹市議会
　　　　　議員団

　河野　啓介
　（一問一答）

質問予定日
　１２月７日
　午後３時～
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① 10月16日より中央庁舎が供用開始となった。市民にとって便利になったか。問題点はないか。

② 職員が職務を行うにあたり、現状や問題点は。

③ 今後の１号、２号庁舎の改修予定と工事中の対応は。また、4号庁舎の利活用は。

④ 八木支所にある上下水道部の配置はどのように考えているか。

① 能楽の元祖梅若家の公演が行われ、世木地域の道路に「丹波梅若の道」との愛称が付けられた。園部・
八木にも愛称の付けられた道路がある。地域・観光振興において果たす役割と今後の有効活用は。

② 文化庁では「文化財の一体的活用と地域振興に向けた制度改革」として、市町村による文化財保存活用
地域計画の策定などを求めている。
本市の文化財や、その歴史も含めた「歴史文化」を一体的に地域・観光振興に生かすため、この計画の策定
が必要と考える。見通しと、策定に必要な人材確保は。

水道事業における広域連携事業について
　京都府水道グランドデザインが昨年度策定され、中部圏域内（亀岡市、南丹市、京丹波町）における広域連
携事業を検討されていると思うが、その進捗状況について伺う。

① 下水道事業については、令和2年度に地方公営企業法の適用を受け、昨年度経営戦略の見直しをされた
が、将来の収入減少により、現状のままだと近い将来資金が枯渇するという厳しい結果が示されている。不
足する分を使用者に負担を求める（料金改定）となれば、利用者が納得されるだけの内容が必要であるが、
現時点でどのような取り組みを考えているのか伺う。

② 経営戦略にある収入減の要因の一つに、一般会計からの繰出金削減があったが、急激な料金改定になら
ないようにするために、一般会計からの繰出金削減を最小限にできないか伺う。又、今回示された、南丹市財
政健全化プランにはどのように反映されているのか伺う。

③ 水道事業の経営状況の今後の見通しについて伺う。

　本年1月24日からの10年に1度の寒波による降雪により大雪となった。本市においても大雪により大きな被
害が発生したが、その教訓を生かした本年度の雪害対策について、次の点を伺う。

① 降雪による倒木などにより長期に亘り、市民生活のライフライン（停電・断水）に支障をきたしたが、その後
の電力会社との連携・連絡体制等について伺う。

② 京都府、JR、京都縦貫道管理者等の関係機関との連携・連絡体制は確立されているか伺う。

③ 市道の除雪計画は昨年度の教訓を生かし見直しされたか伺う。

④ 市が管理する道路（市道・基幹農道）に散布する融雪剤の散布基準と府道散布基準との整合性について
伺う。

① 全国で人がクマに襲われる被害が相次いでいる。本市の現状や対策等を伺う。

② クマが出没した場合、該当地域住民への情報提供や周知方法等について伺う。

職場環境 ハラスメントについて 職場でのセクハラ・パワハラが横行し、地方自治体でも問題となっている。本市の現状や対策等を伺う。

住宅環境　 家の寒さによる健康被害について
　現在、日本の多くの住宅は断熱性能が低く、寒さによる健康被害が問題となっている。昨年、建築物省エネ
法が改正され2025年４月以降は全ての新築住宅に断熱等級４以上が求められる。断熱改修の促進や補助制
度の創設等を伺う。

教育環境 学校事故について
　全国の学校で多くの子どもが命を落としたり、ケガで障害を負っている現状が報告されている。本市の対策
等を伺う。

教 育 長
担 当 部 長

① 学校教育におけるICTを活用した授業の取り組み状況とタブレット更新について伺う。
市 長
教 育 長

② 情報化社会の中、様々なデジタルコンテンツを活用し、本市の取り組みである移住定住促進やふるさと納
税、地域のイベント情報等をさらに情報発信していく事が必要だと考えるが、市長の見解を伺う。

③ すこやか子育て医療助成について、手続きの簡素化や電子申請などを検討してはどうか市長の見解を伺
う。

① 現在、本市における一般廃棄物処理に係る処理施設はなく、亀岡市や民間企業に処理を委託している現
状である。本市周辺地域との広域連携などを検討されていると考えるが、現状について伺う。

② 企業による社会貢献活動が全国各地で活発になっている中、本市においても地元の民間企業ジヤトコに
よるJR吉富駅周辺の草刈りや階段の手摺、壁の塗装など、地域密着の社会貢献活動に取り組まれている。
地域が持続可能で発展していける社会を進めて行く中、本市職員も活動に参加された今回の活動は、大変
評価すべきと考えるが市長の見解を伺う。

① 南丹市の玄関口である八木駅周辺では、八木駅西土地区画整理組合のご尽力と本郷地区のご協力に
よって移住定住促進に向けた環境整備が整い、今後、さらに京都中部総合医療センターの移転や八木大藪
環状交差点周辺にあるB＆G跡地の住宅開発の活用、八木嶋準工業地域における新たな企業誘致に向けた
用地整備と八木嶋中央線道路整備など、まちづくりの大きな転換期を迎えている。そのなか、京都中部総合
医療センター移転に伴う跡地活用についても今後のまちづくりをしていく上で、重要な拠点となる事が考えら
れる。そうした事を踏まえ、行政がイニシアチブを持って京都中部総合医療センター跡地を再開発事業として
位置づけ、今後、住民が求めている安全で安心な道路整備を含めたまちづくりに向けた会合を重ねていく事
が必要だと考えるが、市長の見解を伺う。

② 移住定住促進が進む中、地域によっては公園の遊具やベンチが老朽化しており、修繕や新たな公園整備
が必要と考えるが市長の見解を伺う。

書かない窓口の導入について

　市民課や税務課などでの諸証明の交付や住民異動届など各種の申請・届出においては、申請書等に記入
する必要があるが、記入の仕方が分からなかったり、間違えた場合は書き直したり、申請によっては同じよう
なことを何度も書かなければならないなど、来庁者にとって負担となっている。　　　
　そこで、来庁者が申請書等に記入せず、窓口で職員が来庁者から本人確認や申請等に必要な情報を聞き
取り、申請・届出の手続きができる「書かない窓口」を導入する自治体が増えている。
　窓口サービスの一層の充実を図るために、本市においても「書かない窓口」の早期の導入が必要ではない
か。

　永く故郷を出ている相続人が、実家の不動産を相続する場合などで、当該不動産の所在は登記簿等で分
かっても実際の場所や土地の境界が分からず、調べるのに大変苦労されている実情がある。その中、所有者
不明土地が全国的に大きな問題とされ、その対応の一環として、令和６年４月１日から、相続登記の申請が
義務化されるが、相続不動産の場所の確認に苦労される相続人が、一層増えるものと思われる。
　近隣市においては、固定資産税関係書類として、不動産の場所が分かる資料の閲覧・交付のサービスを
行っている。そこで、次の点について問う。

① 窓口等での所有不動産の場所についての相談件数・相談内容等はどうか。

② 相談には、どのように対応しているのか。

③ 近隣市では、地番図と現況の航空写真を重ね合わせた図面（航空写真に境界線が入った図面）の閲覧・
交付サービスを行っているが、本市でも同様のサービスを導入できないか。

　 「南丹市地域公共交通計画」を策定することとし、先般の市地域公共交通活性化協議会で計画の素案が
示された。そこで、次の点について問う。

① 本市の地域公共交通の現状と課題、目指すべき方向性はどうか。

② 本計画では、訪問型サービスＤ事業など、地域主体の自主運行等については、どのように位置づけている
のか。また、自主運行等を推進や支援をしていこうとするのか。

③ 計画素案の実施事業（案）では、多くの事業が取り上げられているが、事業実施期間はどうなのか。特に、
バスの運行ルートやダイヤの見直しなどの実施時期はどうか。

令和５年第４回南丹市議会１２月定例会一般質問通告文書表
（個人質問）

つなぐ

　吉田　尋子
　（一問一答）

質問予定日
　１２月８日　
　午前１０時～

市民サービス 庁舎の整備について

市 長

担 当 部 長

地域・観光振
興

歴史を活用した地域・観光振興について

公営企業

公営企業の経営状況について

防災 雪害対策について

新誠会

　仲村　学
　（一問一答）

質問予定日
　１２月８日　
　午後１時～

危機管理 クマの被害について

市 長

担 当 部 長

デジタル田園都市国家構想の取り組みについて

市 長

担 当 部 長

広域連携及び官民連携について

本市の玄関口である八木駅周辺におけるまちづくり
について

市 長

窓口サービス

土地・建物の場所等の情報提供について

地域公共交通 地域公共交通計画について

つなぐ

　谷尻　宣雄
　（一問一答）　

質問予定日
　１２月８日
　午前１１時～

市 長

担 当 部 長

活緑クラブ

　八木　信樹
　（一問一答）

質問予定日
　１２月８日
　午後２時～

行政運営

つなぐ

　山下　秋則
　（一問一答）　

質問予定日
　１２月８日
　午後３時～

市 長

担 当 部 長


